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重点研究プログラムの構成 

中核プロジェクト１ 化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価 

中核プロジェクト２ 感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価 

中核プロジェクト３ 環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価 

中核プロジェクト４ 生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発 

関連研究プロジェクト１
トキシコゲノミクスを利用した環境汚染物質の健康・生物影響評価法の開

発に関する研究（平成19年度終了） 

関連研究プロジェクト 2
エピジェネティクス作用を包括したトキシコゲノミクスによる環境化学

物質の影響評価法開発のための研究（平成22 年度終了） 

関連研究プロジェクト 3
侵入生物・遺伝子組換え生物による遺伝的多様性影響評価に関する研究 

（平成19年度終了） 

その他の活動１ 化学物質リスク総合解析手法と基盤の開発 

その他の活動２ 化学物質環境調査による曝露評価の高度化に関する研究 

その他の活動３ 生態影響試験法の開発及び動向把握 

その他の活動４ 構造活性相関等による生態毒性予測手法の開発 

その他の活動５ 発がん性評価と予測のための手法の開発 

その他の活動６ 
インフォマティックス手法を活用した化学物質の影響評価と類型化手法

の開発 

その他の活動７ 化学物質の環境リスク評価のための基盤整備 

その他の活動８ 化学物質の定量的環境リスク評価と費用便益分析 

知的基盤の整備１ 化学物質データベースの構築と提供 

知的基盤の整備２ 生態系評価・管理のための流域詳細情報の整備 

 

知的基盤の整備３ 侵入生物データベースの管理 

１．研究開始時の背景と 5 年間の研究概要 
1996 年アメリカで出されたコルボーン博士らの「奪われし未来」が示した、化学物質の内分泌かく

乱作用による人間や野生生物の異常についての問題提起は、大きな社会的な関心を集め、世界中でさ

まざまな調査研究が実施されていた。日本では SPEED'98 の成果が取りまとめられ、「現時点では内

分泌かく乱作用の観点から、規制的にリスク管理を行うことが必要な化学物質として該当するものは

ないと考えられる。」とされ、化学物質のリスク評価においては、内分泌かく乱作用を単独で評価す

るのではなく、全化学物質を対象としたリスク評価が必要であり、また、リスク生態系への化学物質

の影響は、継続的な野生生物の観察を前提として、生物個体(群)の変化をもとに生態系への影響を評価

する必要があるとの基本的な考え方が提示され、ExTEND2005 へと継続し、小児の疫学調査による人

の健康への影響についての検討が開始されようとしていた。 
 このような背景のもと、国立環境研究所では、第 1 期中期計画（平成 13～17 年度）で実施された

「内分泌かく乱化学物質及びダイオキシン類のリスク評価と管理プロジェクト」、「生物多様性の減

少機構の解明と保全プロジェクト」、「化学物質環境リスクに関する調査・研究」などのプロジェク

トの成果を踏まえ、新たに環境リスク研究プログラムとして、環境中の化学物質の人に対する健康リ

スクと環境中の生物に対する生態リスク、および侵入生物、遺伝子組換え生物に起因する生態リスク

を的確に評価する手法の開発の目標とした。このため、リスク評価手法の改善に向けた研究に重点を

置き、４つの中核研究プロジェクト（化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価 、
感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価、環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評

価、生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発）では、不確実性が大きい状況

下でリスクを評価するために解決すべき課題に取り組み、曝露評価、健康リスク評価、生態リスク評

価のそれぞれの分野で求められている新たな手法の確立を目指し研究開発を進めた。また、遺伝子組

換え生物の影響やエピジェネティック作用に関する研究など高い専門性が必要な課題は、基盤研究領



域と連携して研究を進めた。さらに、近未来の環境施策上のニーズを視野に入れ、「環境政策におけ

る活用を視野に入れた基盤的な調査研究」として、化学物質の高感度・迅速分析法の開発、新たな生

態毒性試験法の開発、発がんリスクを簡便に評価するための手法開発、バイオインフォマティックス

の手法を活用した化学物質の類型化手法の検討、生態毒性に関する構造活性相関モデル作成など既存

知見を活用した新たなリスク評価手法の開発を進めた。また、上記研究の成果を含めてリスク評価に

必要なデータを「知的基盤の整備」としてデータベース化するとともに、「リスク評価の実践」とし

て化学物質のリスク評価等を環境省受託による調査・研究を含めて実施することにより、リスク管理

政策における環境リスク評価等の実践的な課題に対応するとともに、環境リスクに関する情報・知識

の提供を行った。 

２．第 2 期の事後評価結果と対処方針 (平成 23 年 3 月実施) 

［現状評価］ 

個別の研究課題については、行政ニーズに応えて的確に実施されている。また、２０～２１年度に

研究計画の見直しを行い、適切に研究を進捗させたことから、開始当初と比較して４つの中核プロジ

ェクトが環境リスクという傘の下でまとまりをもって遂行されたと評価されるが、その成果がわが国

や世界的な化学物質管理にどのように貢献しているかをもっと明確にして欲しかった。 

［今後への期待、要望］  

プログラムの中のそれぞれの研究が、どのようなリスク管理課題の解決を目指しているのか、リス

ク評価のどのような場面でどのように役立つことを目指しているのかについて、より具体的で明確な

目的意識を持って研究が行われる必要があるように感じる。 

 

［対処方針］ 

第２期中期計画期間の環境リスク研究プログラムでは、従来のリスク評価を精緻化し、さまざまな

環境管理の目標に幅広く対応できる評価手法を提示することを目標として、評価対象を健康リスクと

生態リスクに限定し、化学物質の空間、時間的な曝露分布の把握、高感受性、ぜい弱性要因の解明、

および生物多様性、生態系機能といった諸事象の評価手法の提示に焦点を定めて中核プロジェクトを

構成した。２０～２１年度に研究計画を見直し、環境リスク評価の精緻化を目指した。環境リスク研

究プログラムは、化学物質のみを対象としたブログラムではなく、化学物質、ナノ粒子、侵入生物、

低酸素等の二次的要因までの広範囲な課題に対してリスク評価手法の提示を目標とした。そのため、

その成果がわが国や世界的な化学物質管理にどのように貢献しているかを十分に説明するに至らなか

ったが、例えば化学物質のプロジェクトで作成された日本全国の地域規模 GIS モデルは、化審法や水

環境基準の予備検討などの政策課題や曝露評価の国際協調を通じた場面で活用されており、また生態

影響のプロジェクトではカエルツボカビの起源がアジアにあることを示すなど、それぞれの中核プロ

ジェクトの課題でリスク管理に貢献してきた。化学物質の各種データベース、モデルツールの公開、

セミナーの開催による関係者への情報提供も化学物質管理に対して一定の貢献があったと考えてい

る。 

第３期中期計画期間においては、プログラムではナノマテリアル等の形状と物性の影響評価法、生

態影響として種個体群の存続可能性とその評価法、化学物質の曝露予測の高度化によって、化学物質

の環境リスク管理に対して新たなリスクの評価軸を提案することを目指したい。 

３． 学術的貢献 
中核プロジェクト１ 化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価 
曝露評価のための GIS 詳細動態モデルとして、POPs や水銀の地球スケールモデル、日本全土の河

川・流域等の地理属性を反映する流域・地域スケールモデルの 3 階層 GIS 多媒体モデルを完成した。

1)  GIS 多媒体モデルの開発とこれを用いた化学物質の動態と曝露の時空間変動の解析の成果は、こ

れまでにない時空間詳細度と規模における汚染物質動態の解析が可能であることを示した点におい

て新たな学術的成果としての貢献となった。これらの成果に対して日本環境化学会より学術賞を受

賞した。 
2)  曝露の時空間分布や長距離輸送の知見は、現在実施中の新たなプロジェクト研究の基礎となる知

見として活用されている。 
3)  GIS 多媒体モデル研究において開発した地理情報、動態のモデル化に関する知見やプログラムは、

現在実施中の放射性物質の動態解析研究においても、放射性物質の動態モデル開発のもっとも重要

な基礎技術として活用されている。 
4)  バイオアッセイと網羅分析による多重曝露の把握手法の研究において達成した成果は、同様に現

在実施中のプロジェクト研究のもう一つの基礎をなすと同時に、震災地域における健康影響研究を



実施するための基礎として学術的貢献をなしている。 
5)  幼児（5-6 歳児）の 1 日換気量を 0.41 m3/kg/dayと推定したが、これは成人の１日換気量に比較

して大きな値であった。 
 
中核プロジェクト２ 感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価 
トール様受容体の活性化経路や神経栄養因子の遺伝子が、免疫系と神経系に連携した過敏反応に関

与することを初めて示した。また、発達段階での化学物質曝露を検討し、脳の性分化や骨形成に影響

を及ぼす時期を特定した。 
1)  病原体を感知する受容体‘トール様受容体’が低濃度（50ppm）トルエン曝露による免疫過敏成

立を決める遺伝的要因であることを示した。また、抗原感作下でのトルエン曝露により脳・海馬領

域でグルタミン酸受容体や神経栄養因子の遺伝子が活性化されることを明らかにし、過敏反応に免

疫系と神経系が連携して関与することを初めて示した。 
2)  トルエン、ダイオキシン、ペルメトリン、ロテノンなど若齢期に影響を発揮すると考えられてい

る種々の化学物質が発達段階に及ぼす影響を検討し、仔ラット脳の性分化過程・血管形成、骨成長、

腎形成、多動性障害発生などに強い影響を及ぼす時期（Critical Window）を特定した。 
3)  アトピー性皮膚炎モデルを確立し、このモデル系を用いて若齢期の曝露によりいくつかの環境化

学物質（フタル酸エステル、ビスフェノールＡ、ベンゾピレン等）がアレルギー反応を増悪するこ

とを見出した。 
4)  男児生殖器疾患患者の化学物質の感受性を解析し、男児生殖器疾患の病態への環境化学物質の関

与をゲノム疫学手法で明らかにした。 
5)  新しい神経系発生毒性評価法を‘Neurospheres as a model for developmental neurotoxicity

testing.( Methods Mol Biol. 2011;758:99-114.)’として体系化しつつある。更に、発表したトラン

スクリプトームを、The Comparative Toxicogenomics Database (CTD; http://ctdbase.org/)に登録

し、さらに、英国ケンブリッジにある企業のソフト開発（http://www.camcellnet.com/）に詳細な情

報を提供した。 
 
中核プロジェクト３ 環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価 
ディーゼル排気由来の環境ナノ粒子の慢性吸入曝露試験を通して、肺腫瘍発生率が上昇することな

どを含め極めて貴重な長期毒性試験結果を示した。また、ナノマテリアルの中でも特に繊維状の形態

を示す粒子状物質の細胞毒性試験方法を確立した。 
1)  ディーゼルエンジンから排出するナノ粒子の挙動と成分を明らかにし、実験動物にナノ粒子を曝

露して肺の炎症、心血管系への影響、酸化的ストレスを解明した。 
2)  カーボンナノチューブのマクロファージへの細胞障害性を調べたほか、カーボンナノチューブの

気管支上皮細胞内への取込みと細胞機能変化についても調べた。カーボンナノチューブは細胞膜と

強く反応することにより、アスベストよりも高い細胞障害性を示すことが明らかになった。 
3)  細胞を用いた実験と動物実験の結果より、アスベストの加熱温度と毒性との関係を調べ、溶融温

度により毒性を大きく低下させうること明らかにした。 
 
中核プロジェクト４ 生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発 

野外調査に基づき生物多様性の減少や底棲魚介類の減耗要因を調査し、多数のため池を有するモデ

ル流域において生物多様性統合指標を開発し、また、初期生活史における貧酸素との関係などを示し

た。 

1)  東京湾における底棲魚介類群集の 1977 年～2009 年の約 30 年間の経年変化を国際誌にて公表し

た。また、貧酸素水塊がシャコ等の底棲魚介類の生活史初期の生残や分布等を制限する増殖阻害因

子である可能性を示すとともに、貧酸素曝露マーカーに関する成果も国際誌にて公表した。 
2)  兵庫県ため池の調査に基づく生物多様性の統合指標は、環境研究総合推進費(S-9)に引き継ぎ、衛

星画像等を活用した駆動因による広域の生物多様性評価研究へと発展させている。 
3)  侵入種の生態リスクについては、両生類の新興感染症カエルツボカビの起源が日本にあるとする

新仮説を発表した。また、生態リスクを検証した幾つかの外来生物については、現在、その防除対

策について生物多様性重点研究プログラムで研究を継続している。 
4)  環境かく乱要因の生態系機能への影響評価のため、環境変化による生物群集内の機能形質変化と

生態系機能（栄養転換効率）との関係を数理モデルで明らかにした。解析手法を霞ヶ浦モニタリン

グデータ（動物プランクトン）に適用し、長期時系列データの形質ベース解析手法を開発した。 
 

http://ctdbase.org/
http://www.camcellnet.com/


関連研究プロジェクト１ トキシコゲノミクスを利用した環境汚染物質の健康・生物影響評価法の開

発に関する研究（平成 19 年度終了） 
1)  本プロジェクトで検討したトキシコゲノミクスの手法を利用して、環境化学物質である無機ヒ素

やダイオキシン類の新規な毒性・生体作用機序を明らかにし、国際誌６報に報告した。 
2)  このプロジェクトで作成したダイオキシン応答性遺伝子データベースを他のシステムと統合し、

新たな健康影響予測システムが公開されようとしている。 
3)  本プロジェクトにより得られたシロイヌナズナのストレス診断遺伝子を利用して、野外で植物へ

のオゾンと温暖化による気温上昇の複合ストレスを高感度で検出できることが明らかになった。（環

境省・地球環境研究総合推進費 (平成 20〜22 年度) 「気温とオゾン濃度の上昇が水稲の生産性にお

よぼす複合影響と適応方策に関する研究」における研究） 
 
関連研究プロジェクト 2 エピジェネティクス作用を包括したトキシコゲノミクスによる環境化学物

質の影響評価法開発のための研究（平成 22 年度終了） 
1)  本プロジェクトで検討した手法を利用して、無機ヒ素や、酸化ストレスを誘導する食餌がいかな

るエピジェネティック作用を示すかを明らかにし、国際誌５報に報告した。 
2)  研究の過程で、重要なエピジェネティック指標であるメチル化 DNA 量の精密測定法を可能とす

る放射性標識標準物質を合成し、測定法を確立した。依頼に応じてこの標準物質を供与し、メチル

化 DNA 量の精密測定法の普及に貢献している。 
3)  本プロジェクトで検討したライブセルイメージングを活用して神経毒性評価の試験手法を確立し

た。同手法は、従来の細胞観察法に比べて時間・空間分解能が高く、毒性を高精度に検出すること

が可能であったことから、毒性評価の一次スクリーニング手法としての有効性が確認された。確立

した手法を用いて無機ヒ素の影響を検討した結果、曝露により培養神経細胞の細胞死や神経突起の

伸長抑制が誘導されることが明らかになった。関連の成果を国際誌 3 報に報告した。 
 
関連研究プロジェクト 3 侵入生物・遺伝子組換え生物による遺伝的多様性影響評価に関する研究（平

成 19 年度終了） 
1)  関東地方の国道 51 号線と関西地方の国道 23 号線沿いにおける GM セイヨウアブラナの分布実態

を明らかにした。また、GM セイヨウアブラナの分布拡大は、道路の形状や排水状況に大きく依存

することを明らかにした。さらに、国道 51 号線では GM セイヨウアブラナの生育個体数が急激に

減少していることを明らかにした。 
 
その他の活動１ 化学物質リスク総合解析手法と基盤の開発 
中核プロジェクト１において開発した GCIEMS モデル、及びこれまでに開発した MuSEM のユー

ザーによる利用を支援するためのユーザーインターフェース、排出推定ツール、GIS 可視化ツールな

どを開発し、膨大なデータを利用する GIS モデルの容易な計算実施と解析を可能とした。 
 
その他の活動２ 化学物質環境調査による曝露評価の高度化に関する研究 

河川水、大気等のバイオアッセイ手法のハイスループット化を行い、多地点モニタリングを可能に

し、各種受容体結合活性を指標とした国内河川水の汚染実態を明らかにした。また、簡易な遺伝毒性

試験により国内大気の汚染実態を明らかにした。 
 
その他の活動３ 生態影響試験法の開発及び動向把握 

昆虫や甲殻類の幼若ホルモン様物質によって、ミジンコの仔虫の性比がオスに偏るという現象の発

見をもとにして、節足動物の内分泌かく乱化学物質検索のための新しい試験法を OECD に提案し、

TG211annex7 として採用された。また、ミジンコの幼若ホルモン受容体を昨年世界で初めてクローニ

ングした。 
 
その他の活動４ 構造活性相関等による生態毒性予測手法の開発 
構造活性相関モデルに部分電荷に基づく説明変数を追加し、反応性の高い化学物質の毒性予測精度

が向上した結果を学術論文に公表した。 
 
その他の活動５ 発がん性評価と予測のための手法の開発 
有害大気汚染物質（塩化ビニルモノマーと 1,3-ブタジエン）について、長期発がん試験の知見を基

にリスク評価を行ったところ、そのリスク評価値（10-5発がんレベル）は、疫学から得られたリスク評



価値（大気指針値に相当）とよく一致し、動物実験を基にヒトの発がんリスクを評価することの妥当

性を示すことが出来た。 
化学物質の発がん性（TD50 値）と、化学物質が発がんの標的臓器で発揮する変異原性（In vivo 

mutagenesis）の相関性を解析し、In vivo mutagenesis から発がん性が予測できる可能性を示した。

また、大気微粒子成分、およびモデル汚染物質としてのディーゼル排気なナノ粒子が生体内で示す変

異原性を解析し、化学物質の複合曝露影響評価の基盤となる知見を得た。 
 
その他の活動６ インフォマティックス手法を活用した化学物質の影響評価と類型化手法の開発 

化学物質の毒性及び遺伝子発現データ等を蓄積し、これらのデータベースを活用してメチル水銀、

ビスフェノールＡなどの化学物質の発生毒性、神経毒性などの影響予測を提示し、学術論文に発表し

た。 
 
その他の活動７ 化学物質の環境リスク評価のための基盤整備 

環境省が化学物質の管理施策にリスク評価を取り入れている農薬取締法、化審法、環境基準、国際

貢献（OECD）など異なる分野の部署からの要請に応えてリスク評価を実施してきた。その過程で化

学物質の有害性・曝露情報が蓄積され、さらに、各分野での管理に合わせた評価法が検討された。 
 
その他の活動８ 化学物質の定量的環境リスク評価と費用便益分析 
環境かく乱要因の生態影響評価のために、生物群集の環境応答を予測する形質ベース群集動態モデ

ルを作成し、 Theor. Ecol., J.theor. Biol. などの国際誌に発表した。情報ギャップ理論

（Information-gap decision-making theory）を化学物質生態リスクに適用する理論的枠組みを考案し

た。 
 
知的基盤の整備１ 化学物質データベースの構築と提供 

化学物質データベース「WebKis-Plus」システムを大幅に改修し、法規制等情報 、リスク評価・有

害性情報 、曝露関連情報 、生態影響試験情報を整備した。分析法データベース「EnvMethod」の情

報を更新し、「WebKis-Plus」の曝露情報と連携させた。化学物質に関する総合情報データベースとし

て化学物質に関する調査研究に活用されている。 
 
知的基盤の整備２ 生態系評価・管理のための流域詳細情報の整備 
整備した兵庫県ため池の流域情報ならびに生物情報は、国立環境研究所のHPから公表し

（http://www.nies.go.jp/tameike_web/index.html）、ため池に出現する生物とその環境（メタデータ

集）とともに、広域の生物多様性評価をはじめとする淡水生態系の研究に活用されている。 
 
知的基盤の整備３ 侵入生物データベースの管理 
侵入生物の生態情報・分布情報・被害状況・防除事業データなどを検索・閲覧可能なシステムが構

築され、侵入生物のデータマイニングによる特性解析を可能とした。 
４．社会・環境政策などへの貢献・波及効果 
(予想したアウトカムが得られなかった場合は、その要因として考えられる点等を記載)  
中核プロジェクト１ 化学物質曝露に関する複合的要因の総合解析による曝露評価 
1)  本プロジェクトで確立された GIS 多媒体モデルによる曝露の時空間変動の知見や技術は、化審法

のリスク評価の実施や水環境基準の検討などの政策課題に活用された。化審法のリスク評価では実

際に活用されることになると考えている。 
2)  地球規模動態のモデル解析は水銀条約交渉に係る国際共同研究などの活動の中で活用され、水銀

条約の構築の中で科学的基礎を強化することに貢献している。 
3)  幼児の換気量の値が、平成 23・24 年度環境年表に収載された。 
 
中核プロジェクト２ 感受性要因に注目した化学物質の健康影響評価 
1)  「小児の環境保健に関する懇談会報告書」（平成 18 年 8 月）を事務局として取りまとめ、「子供の

健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」実施の基盤を構築した。 
2)  トルエンの神経系・免疫系に及ぼす有害性に関する知見は、この物質の指針値の設定に向けた検

討への活用が期待できる。 
3)  ペルメトリンの胎仔脳血管への影響の知見は、ピレスロイド系農薬の安全性評価への活用が期待

される。新たな影響評価の検出法のモデル開発につなげた。 

http://www.nies.go.jp/tameike_web/index.html


4)  Neurosphere に つ い て 、 毒 性 評 価 法 を 開 発 す る HTStec 社 に 助 言 し た

（http://www.surveymonkey.com/s/3ZX8KK6）。 
 
中核プロジェクト３ 環境中におけるナノ粒子等の体内動態と健康影響評価 
1)  ディーゼル排気由来の環境ナノ粒子の慢性吸入曝露試験結果は、平成 21年度に公示されたPM2.5

の大気環境基準の設定のためのデータを提供した。 また、国際標準化機構におけるナノマテリア

ルの安全性評価に関するドキュメントを一部執筆した。 
 
中核プロジェクト４ 生物多様性と生態系機能の視点に基づく環境影響評価手法の開発 
1)  内湾底層の溶存酸素量に関する環境基準値が平成 25 年度中を目途に新たに設定される見通しと

なり、東京湾における調査研究によって得られた知見が基準値導出に向けて活用された。 
2)  ため池で開発した生物多様性統合評価手法は、今後、広域での評価手法の検討を経て、生物多様

性条約にある淡水生態系の生物多様性総合評価に貢献できる。 
3)  セイヨウオオマルハナバチの特定外来生物指定にあたり科学的根拠を提供するとともに、逃亡防

止技術を開発して農業利用における管理システムを構築した。アルゼンチンアリの緊急防除の重要

性を示して、環境省防除事業に結びつけた。 
4)  生物多様性条約第 10 回締約国会議 COP10 において、政策者向けのシンポジウム「食べて考えよ

う！外来種問題」と一般向けの公開シンポジウム「見て、聞いて、考えよう！外来種問題」を開催

した。 
 
関連研究プロジェクト１ トキシコゲノミクスを利用した環境汚染物質の健康・生物影響評価法の開

発に関する研究（平成 19 年度終了） 
1)  本プロジェクトにより得られたシロイヌナズナのストレス診断遺伝子そのものではないが、同じ

考え方でイネのオゾン感受性を調べるマーカー遺伝子を単離し、実際の栽培現場で使用する試みが

始まった。 
 
関連研究プロジェクト 2 エピジェネティクス作用を包括したトキシコゲノミクスによる環境化学物

質の影響評価法開発のための研究 
1)  環境化学物質等のエピジェネティック作用に関する理解を進めるために、講演会やシンポジウム

を開催し（第 25 回環境ホルモン学会講演会等）、また、本プロジェクトの研究成果を大学の講義、

セミナー、公開講座等（筑波大学、自治医科大学、上智大学、東京大学、静岡県立大学、熊本大学、

早稲田大学、埼玉大学）で紹介し、環境問題に対する理解を深めるための活動をしている。 
 
関連研究プロジェクト 3 侵入生物・遺伝子組換え生物による遺伝的多様性影響評価に関する研究（平

成 19 年度終了） 
1)  本研究における成果は、遺伝子組換え生物等の生物多様性影響評価検討会の基礎資料として利用

されている。また、2010 年に開催されたカルタヘナ議定書締約国会議（MOP5）において、締約国

における遺伝子組換え植物の分布状況を報告する義務が課せられ、本研究は国内で実施されている

数少ない GM モニタリングの実施例となっている。 
 
その他の活動１ 化学物質リスク総合解析手法と基盤の開発 

MuSEM、GCIEMS モデル、GCIEMS モデルユーザーインターフェース、排出推定ツール、GIS
可視化ツールなどをホームページ上で公開し、マニュアル等の整備を行った。これにより、行政ある

いは関連専門家等による研究成果の活用に貢献した。 
 
その他の活動２ 化学物質環境調査による曝露評価の高度化に関する研究 

本課題ではハイスループットバイオアッセイと GCMS 一斉分析データベースの併用による環境媒

体中化学物質のモニタリング手法を提案した。提案した手法は共同研究者によりオーストラリアの排

水や河川水のモニタリングに適用され、国際的な広がりを見せつつある。 
 
その他の活動３ 生態影響試験法の開発及び動向把握 

日本産メダカを用いた魚類試験法を OECD と協力して開発し、TG229（魚類短期繁殖阻害試験）、

TG230（魚類ビテロジェニンアッセイ）、TG234（魚類性発達毒性試験）などが新たに作成された。さ

らにそれら魚類試験法を総括した魚類試験フレームワークに関するガイダンス作成にも参画した。こ

http://www.surveymonkey.com/s/3ZX8KK6


のガイダンスは、国内で魚類毒性試験結果を利用している数々の環境施策に反映される。また、化学

物質管理のための既存の OECD 試験ガイドラインである TG211(オオミジンコ繁殖試験) および

TG210（魚類初期生活段階試験）に関して、最新の科学的検討を加えて改訂提案を行なった。現在研

究が遅れている内分泌かく乱化学物質の影響について、新たな評価及び対応策に大きく資することが

できた。生態毒性試験の実施等を通して、ノニルフェノールの環境基準設定に貢献した。 
生物応答を用いた全排水毒性試験（WET）法の検討を行った。事業所排水の新たな管理手法である

全排水毒性試験法が行政施策として導入が検討されることになった。 

 
その他の活動４ 構造活性相関等による生態毒性予測手法の開発 

研究成果を生態毒性予測システム KATE へ反映し、化審法で活用可能な予測手法を提案した。さら

に、「生態影響に関する化学物質審査規制／試験法セミナー」の実施等により関係機関・企業に生態毒

性予測の取組みを紹介した。 
 
その他の活動５ 発がん性評価と予測のための手法の開発 

1,2-ジクロロエタンの大気指針値設定に必要な知見（ユニットリスクと 10-5発がんリスクレベル）を

提供した。また、動物実験の知見を基にした有害大気汚染物質の大気環境基準・指針値設定の考え方

と手順を示した「有害大気汚染物質の健康リスク評価手法等に関するガイドライン」（素案）を取りま

とめた。本年度中央環境審議会の審議を受けることとなっている。 
 
その他の活動６ インフォマティックス手法を活用した化学物質の影響評価と類型化手法の開発 
化学物質の毒性及び遺伝子発現データ等を蓄積し、in vitro バイオアッセイとインフォマティックス

手法を組み合わせた健康影響の予測システム「HEALS」として公開した。 
 
その他の活動７ 化学物質の環境リスク評価のための基盤整備 

環境省の初期リスク評価事業で「化学物質の環境リスク評価」を第 10 巻まで（合計 294 項目）、そ

の刊行に協力してきている。この評価書は工業会や行政が直接引用するほか、化学物質の環境リスク

評価の実例として、その後のリスク評価手法の発展に貢献した。 
 
その他の活動８ 化学物質の定量的環境リスク評価と費用便益分析 
化学物質管理を生態系機能への影響の視点から評価する枠組みを提案することによって、化学物質

の環境リスク管理と生物多様性保全との関係性を明確にした。生物多様性の経済価値と、化学物質管

理コストを組み入れた最適化手法を導入することで、化学物質管理論における社会経済分析の一手法

を提供した。 
 
知的基盤の整備１ 化学物質データベースの構築と提供 

化学物質データベース「Webkis-plus」および分析法データベース「EnvMethod」の 2011 年度アク

セス数はそれぞれ 168 万および 196 万であり、広く社会に利用されている。 
 
知的基盤の整備２ 生態系評価・管理のための流域詳細情報の整備 
整備した兵庫県ため池の流域情報ならびに生物情報は、国立環境研究所のHP「ため池の生物多様性

を評価する」から公表され（http://www.nies.go.jp/tameike_web/index.html）、兵庫県のため池管理

等に活用されつつある。 
 
知的基盤の整備３ 侵入生物データベースの管理 
外来生物の総合的情報提供サイトとして、国内外で広く活用され、1 日あたり 150 件以上、年間

33,000 件以上のアクセスを受けている。環境省外来生物法の「ブラックリスト」の公認閲覧ページと

しての機能も拡充中である。 

５．研究成果の発表状況等 

論文数注） 査読あり（欧文）146 報（和文）22 報（その他）7 報 （著書）英文 3 篇、和文 1 篇

特許数 

（国内） 1 件    （国外） 0 件 
「胎生プログラミングに対する影響を評価するための方法」2008, 特願 2009-81497（識

別番号 100078662） 

http://www.nies.go.jp/tameike_web/index.html
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transduction, and epigenetics. 2009 年 3 月 Baltimore 

3) 環境リスク評価ワークショップ「有害大気汚染物質の環境基準・指針値設定ガイド

ライン策定に向けて」（2010.3.31, 東京） 
4) 第 51 回大気環境学会年会特別集会「有害大気汚染物質の環境基準・指針値設定ガ

イドライン策定に向けて」（2010.9.9, 豊中） 
5) 日本環境変異原学会第 39 回大会ワークショップ「遺伝毒性発がん物質のリスクア

セスメントと閾値」（2010.11.17, つくば） 
6) 環境リスク評価ワークショップ「有害大気汚染物質の健康リスク評価手法等に関す

るガイドライン策定に向けて」（2011.2.18, 東京） 
7) 環境エピゲノミクス研究会第 4 回定例会 世話人（開催責任者） 2010 年 11 月

15 日つくば 
8) 第 25 回環境ホルモン学会講演会「エピジェネティクスから探る発生から疾患まで

の制御」オーガナイザー 2011 年 6 月 16 日 
9) 日本動物学会第 82 回大会（旭川）公募シンポジウムオーガナイザー「脊椎動物の

行動を制御する神経とホルモンのはたらき 」平成 23 年 9 月 
10) 第 38 回日本神経内分泌学会学術集会（東京）若手シンポジウムオーガナーザー「“か

たち”と“もの”からアプローチする神経内分泌研究」平成 23 年 11 月 
11) 化学物質の安全管理に関するシンポジウム 「新しい化学物質等のリスク問題へのアプ

ローチ」（2012.2.17 東京） 
招待講演等 1） Aoki Y. Evaluation of in vivo mutagenicity of environmental chemicals using 

transgenic model animal. 36th Annual Meeting of the European Environmental 
Mutagen Society.（2006.7.6, Prague） 

2） Aoki Y. Assessment of in vivo mutagenesis induced by environmental chemicals 
using transgenic animals for detecting mutagens. 2nd International 
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International Symposium on Genotoxic and Carcinogenic Thresholds
（2011.11.23, 東京） 

5） Fujitani Y., Sakamoto T., Misawa K. (2012) Internal mixture of diesel 
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なし） 

38） 野原恵子：無機ヒ素による発癌への変異とエピ変異の関与 第７回環境エピゲノミ

クス研究定例会、東京、平成 24 年 5 月 
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推定. 大気環境学会誌, 45 (5), 235-245  <社団法人大気環境学会 平成 23 年度論文

賞学術部門受賞> 
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5） 鈴木規之：第 20 回環境化学学術賞「環境汚染物質のリスク管理のための GIS 統合

情報モデルの研究」2011 年 7 月 17 日 
主な報道 1） 環境省－国環研、生態毒性試験法セミナーを開催 化学工業日報 2006 年 11 月

21 日 
2） 海外産クワガタムシ 人気の陰に在来種脅かす「交雑」 産経新聞大阪朝刊 2007

年 10 月 8 日 
3） 生態毒性予測システム「ＫＡＴＥ（ケイト）」の公開について 記者発表 2008 年

1 月 31 日 
4） 化学物質 胎児への影響 ES 細胞使い評価 朝日新聞 2008 年 10 月 6 日夕刊記

事 
5） 化学物質の胎児への影響 ES 細胞で解明へ 読売新聞 同日 
6） 生態毒性予測システム「KATE（ケイト）」のスタンドアロン版の公開及びインタ

ーネット版の更新について記者発表 2009 年 3 月 9 日 
7） 増える侵入外来種 多様性保全 人の活動が鍵 東京新聞 2009 年 6 月 9 日 
8） 「ＷＥＴ」という新たな排水管理手法 国立環境研究所主任研究員鑪迫典久氏に聞

く 環境新聞 2009 年 11 月 4 日 
9） フォーラム：ため池を考える 13 日、兵庫大で開催 毎日新聞地方版 2010 年 2

月 3 日 
10） 科学のまちから：国立環境研究所 クワガタの進化を調査 毎日新聞地方版

2010 年 6 月 1 日 
11） 日水コン、ＷＥＴシステム研 2 月 24 日に講演会 生物を用いた排水管理テーマ

日刊建設工業新聞 2012 年 1 月 24 日 
12） 化学物質の胎児への影響度を ES 細胞で評価する手法開発 日刊工業新聞 2012

年 5 月 8 日記事 国立環境研など 
13） 殺虫剤、虫除け どう活用 日本経済新聞日曜版 2012 年 6 月 23 日 コメント記事

注）プログラム終了後から、本調査シート作成時点までに公表された査読あり論文数を記載し、参考

資料として主要な論文リストを添付。第 2 期中期計画期間中の論文に関しては、別添報告書（ＳＲシ

リーズ，外部研究評価委員会事前配布資料等）を参照。
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